
わたしたちは『日常』を大切にしています

思春期まで、思春期からのプロセスを、

親子の自然な会話で、安全、安心に渡り歩くための

適切な情報とテクニックをお届けするチームです



日常の自然な会話で

子どもたちに、夫婦で

自分のこと、これからのこと、それぞれの想いを

お届けできていますか？

性教育で大切なのは、理解を高める言葉です



私たち「セクシュアリティラボ」は、

包括的性教育に関わる情報と

身近な人とのコミュニケーションの大切さを

お伝えしています

性的同意の意味 体の変化への対応
グルーミング被害

から身を守る

家でのやりとり

言葉に力を

もたせる方法



だから、あなたのコミュニケーションを

サポートすることができます

自分ぴったりの

コミュニケーショ

ンの教科書なん

てない

全部一から考え

るのはつらい

発達障害や感性

で受け取り方が

変化する

その人に合った

言葉がある



-価値に気づく -



あなたの価値に気づく



あなたは

家族や大切な人を

幸せにしようとしている

さまざまな情報を得て

必要なことはなにか

いつも考えている



あなたはワークライフバランスや

ライフデザインを考えつつ

時は自分を後回しにして

-でもやさしさに満ちているから

時々疲れてしまう -



ライフサイクルと病気を例にとって

考えてみましょう



ライフサイクルと病気

私たちは

子どもの思春期にともなう心や

病気の不安と一緒に

自分の体の更年期と向き合って

います



テスト、大会、

人間関係、受験

月経困難症、 PMS
子どもが抱えるもの 更年期障害

• 疲れやすさ

• ほてり

• 動悸・息切れ

• だるさ

母親・女の子の場合

性被害、性的同意、

ライフデザイン
親が抱えるもの

思春

期

更年期前後

女の子は生理に関わる心身の変化に

自身が慣れるのに数年かかります。
感情の波の急激な変化

＋生理による体の不調

と向き合う時間です。

私たちが

サポート

します



テスト、大会、

人間関係、受験

父親・男の子の場合

性被害、性的同意、

ライフデザイン
親が抱えるもの

思春

期

男性更年期

男性の更年期は 4 0歳以降

いつでも起こりえます

男性の更年期障害

• 疲れやすさ

• 睡眠障害

• 動悸・息切れ

• 不安・うつ

男の子はジェンダーバイアスで社会的な圧力を

感じやすい環境に置かれている子もいます。

ホルモン量の大きな変化から

不安や周りの評価を気にしがち。

子どもが抱えるもの

私たちが

サポート

します



更年期障害

• 疲れやすさ

• ほてり

• 動悸・息切れ

• だるさ

男性と女性の場合

女性

男性の更年期は 4 0歳以降

いつでも起こりえます

男性の更年期障害

• 疲れやすさ

• 睡眠障害

• 動悸・息切れ

• 不安・うつ
４つの社会的更年期

• 自己の評価と不安

• キャリアの変化

• 家族関係の変化

• 身体的変化

一般的に４５歳～５５歳のあいだで

体の変化に差が生まれます。

心身の変化になじめず

をうまく説明できない女性と

その状況の把握が難しい男性で

ギャップが出てきます。

それぞれ抱えている状況によっても心身への負担は変わります。

男性

私たちが

サポート

します



状況を伝えるための言葉を持つのは

結構難しいこと。

見えにくいものを理解するのも

難しいこと。

これは誰でも同じこと。

性別も年齢も関係ないんです。



講座

48.5%

少人数対話相談

30.3%

ワークショップ

15.2%

個人相談

6.1%

・講座

・ワークショップ

・少人数対話相談

・個人相談

講座内容をほんの少し紹介します



「自分の思い

に

気づく」講座

家庭での大人同士のコミュニケーションが大切である、と改めて思いました。忙しい毎

日だからこそ、そのことを忘れないようにしたいと思います。

”大人こそ素直に謝る”子どもに指摘されたことを受け入れ、素直に謝りたい。

子どもとのコミュニケーションが大切。できるだけ話を聴いてあげたい。

自分を大事に。自分に優しくしてあげたり、言葉にしたり、気持ちに寄り添うことの大

切さを改めて感じることができました。



「大人こそ幸せになって」自分が人生の主役としてハッピーに生きていれ

ば、思春期の子ども達にも何か伝わるかな。大人の私たちにも心の余

裕がないとダメですね。 ”性教育 ”の概念が随分変化しました。

子どもたちも、私たちも、みんなが「生きる」ことを大切に味わって

いけたら良いなーと思いました。

自分達も過ごしてきた小学校〜大人への間、あったはずがもう子

ども達の立場に立って考える事が正しいのかどうかさえわからず

にいますが、今日の講演でこれから取るべき行動や発言がわかり

ました。

自分が幸せになることを努力しようと思いました。子どもたちのた

めにも。

言葉が足りていない、まさに自分の事だと。言わなくても分かって

ほしい気持ちがとても大きく、そのためイライラしてしまう事が多い

。言葉にする難しさがありますね。

今日このお話をきいて、気にしていなかった部分が多々あり、子ど

もの将来のために、私たちが変わらなければと思いました。様々な

情報が勉強になりました。

コントロール欲求と向き合っていくのは大変だと思っていたけれど、

子どもと同じ気持ちで、目線で考えれるようにしたいです。

「自分も相手も大切に

すること」講座



子どもの気持ちを大切にしながら、自分の気持ちにも向き合いながら、毎日を素直に大切に過ごしていこうと思います。

リスニング、とても大切なこと。事と気持ちを分けて聴く！

今まで性教育について話を聞くことがなかったので勝手に「難しいもの」と思っていました。ですが、少しずつ、簡単なこ

とからでいいから子どもに伝えていきたいと思います。避けては通れない道ですので、親としてしっかり伝えたいです。

子どもへの接し方で直した方がいいな、と思うところがいくつもありました。意識していきたいと思います。

自分も相手も大切にすることが性教育の第一歩なんだと思いました。子どもの気持ちに寄り添っていきたいです。

大人もNOと伝えることが悪いことではなく、時には良いことなんだと思えました。

日々の生活の中で、思春期にある子どもたちとの関わり方に悩みがありましたが、今日のお話から関わり方のヒントをい

ただくことができました。自分も子どもも人生の主役として幸せになるという気持ちで頑張っていこうと思います。

「性と生を

子どもと考える

ヒント」講座



“大人自身こそ幸せに、大切なことだと思いました。 ”



「頑張る」じゃなくて、「心地よく」いるための性教育

両面の性教育

知識 感情

両方を伝えられるセクラボは

納得して継続する性教育を届けることができます



事務連絡じゃない話をするって結構難しい

でも、あなたのことを知れるのは結構うれしい



j i b u nって大事

相手を想うように

じぶんのこともちょっとねぎらって



大切な人との自然な会話で、わたしたちは

安全、安心に毎日を過ごしていけます！

性教育に大切なのは、理解を高める言葉です



ワークショップやセミナーの確認は

こちらからできます

問い合わせ先
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